
日本HPHネットワーク
利益相反（COI）の開示

筆頭演者名：大西暁子

共同演者名：結城由恵、野口愛、前田元也、橋本和代
中村玉枝、鈴木久、奥園 優介

筆頭演者ならびに共同演者に開示すべきCOIはありません。

■研究報告または■実践報告

演題名 HPH委員会のニュースで職員の意識変革

E-Maill onishi-akiko@yodokyo.or.jpお問い合わせ

大西 暁子、結城 由恵、野口 愛、前田 元也、奥園 優介、鈴木 久、橋本 和代、中村 玉枝、他 HPH委員会メンバー

1）淀協・ファルマHPH委員会、2）西淀病院、3）のざと診療所、大阪ファルマプラン、

＜ ニュース発行の目的＞

＜結果＞

＜まとめ＞

私たちの委員会は、前年から準備をすすめ、2014年に、HPH国際ネットワークに加盟しました。医局合宿や
管理会議などでの学習を行い、西淀病院としてHPHネットワークに加盟し、積極的に健康増進の取り組みを進め
ることを決めました。加盟前後には、各職場会議にも出向いて学習会も行いました。しかし、HPH活動が職場の
中でなかなか認知されない、取り組んでいるのに意識されていない、などの課題がありました。

そこで、委員会で議論をし、2020年4月から淀協・ファルマHPH委員会と西淀川・淀川健康友の会が共に取り組むHPH活

動についての様々な情報を発信したり、活動を報告するニュースを定期的に発行することとしました。淀協・ファルマプラ
ン・健康友の会の名前と健康友の会が発行する「健康の友」にあやかり『よどふぁるの友』としました。

初代の担当者の退職後、発行に時間がかかることもありましたが、今年度、新たに担当者を配置することができ、情報発
信を続けています。

毎月、22日に行っている

「スワンスワン」（病院周
りのタバコの吸い殻拾
い）

参加の呼びかけと、結果
の報告を行いました。誰
もが気楽に参加できる取
り組みの一つとして定着
しています。地域にア
ピールしよう！とおそろ
いのビブスも用意しまし
た。世界禁煙デーに呼応
した取り組みの呼びかけ

も。⇒

情報を発信することで、理解も進み、できることへの参加が増えた。職員の意識の中に
「HPH活動」が浸透した。今後も、伝えたいことを適切なタイミングで発信し、より多くの職
員や友の会のみなさんが積極的に取り組みに参加できるよう働きかけていきたいです。

職員へのHPH取り組みアンケート

こちらも、日々の業務や取り組みの中に
HPH活動が意識されることを目的に2021
年度から始めた、職員への「HPH活動取り

組みアンケート」毎月、自分がどういう取り
組みに参加できたか答えていただきます。

選択項目をみて「こういうこともヘルスプロ
モーションなんだ！」と気づいていただけ
るよう工夫もしました。

西淀病院では、2021年度の院長方針に
「１職員１つはHPH活動に取り組む」を掲げ、
100％達成の職場がたくさん出ました。今

年度は、法人すべての職場で達成するよ
うアンケートの実施の工夫をしています。

JHPHカンファレンスの報
告と世界豪尿病デーに呼応
した取り組みの呼びかけ

大阪ファルマプランでの地域
学習会の報告

国際カンファレンスの報告

コロナ前、友の会、地
域で大きく取り組みが
広がったスクエアス

テップも紹介しました。

コロナ禍の新たな取り組みの一つ
ノルディックウォーキングの紹介。

今後本格的に取り組みます

悩みであった、締
め切り通りに生地
が集まらない。

⇒専任者を置く問
題をとで解消を目
指しています


